
　受診前日までにWEB問診問診を入力して頂くことで、当日の確認作業がスムーズになり、
診察の待ち時間短縮にも繋がります！ご紹介頂く患者さん・ご家族さんへWEB問診の案内を
よろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　WEB問診の案内チラシQRコード▶

～前方連携（地域連携室・受診トリアージ・予約センター・総合案内・患者相談）～
 　地域医療機関と当院、そして患者さんをつなぐ「最初の窓口」として、看護師4名、MSW3名、事務12名、
計19名で調整を行っています。
　昨年8月より、看護師を増員、10月からは受診トリアージ看護師を地域連携室へ配置移動し、専門性を活かし
ながら、対応しています。
   受診トリアージ看護師は、来院や電話での受診相談に対し、症状の緊急性を判断し受診調整を行います。地域
医療支援病院の役割や選定療養費について説明。軽症の場合は近隣医療機関へ案内、当院での受診案内となっ
た場合、緊急性や症状に合わせて診療科の調整を行います。
　現在、地域連携室の業務整理にも取り組みながら、体制の充実を図っています。
　「地域に信頼され、安心・安全な窓口」を目標に、2026年も登録医の先生方や連携医療機関の皆様とのより良
い連携に努めて参りますので、よろしくお願い致します。

～後方連携（入退院支援室）～
　患者さまが住み慣れた地域で安心して生活できるよう、看護師13名、社会福祉士8名、事務7名、計28名で
切れ目のない支援を行っております。
　この春には新たに3名の仲間が加わる予定で、最大の特徴はこのスタッフの層の厚さです。急性期病院として
スピード感のある入退院支援はもちろんのこと、患者様との対話を大切に外来相談・がん相談・外国人対応等
幅広い相談支援を展開しています。スピード感と心の通った支援双方を兼ね備えた入退院支援室として更に発展
していきますので、引き続きよろしくお願いいたします。

～WEB問診は必ず受診前日までに入力をお願いします。～
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 　新年度がスタートし、連携医療機関の皆様におかれましては、いかがお過ごしでしょうか。
　今回の地域連携だよりでは、当院 地域医療部の体制についてご紹介いたします。地域医療部は、西平守邦
部長（副院長）、眞境名副部長を筆頭に、前方連携・後方連携の各部門が連携し、円滑な医療提供体制の構築
に努めています。

　　　　　　　　　　　　　　★夜間透析　新規受け入れ再開のお知らせ★
　血液浄化室ではこの度、夜間透析の新規受け入れを再開致しました。
　就労中の患者様に対し、継続的かつ安定した維持透析を提供できる体制を整えております。受け入れは原則と
して、60歳未満で、自家用車等による通院が可能な方を対象としております。
　現在の受け入れ枠や透析開始時間、紹介時の手続き等につきましては、個別にご案内致します。夜間透析を検
討中の患者様がおられましたら、ぜひ一度、お気軽にご相談ください(^^)　調整窓口は地域連携室になります。


	Vol.79
	2026年４月発行

	Topics
	2026年度　地域医療部
	～前方連携（地域連携室・受診トリアージ・予約センター・総合案内・患者相談）～  　地域医療機関と当院、そして患者さんをつなぐ「最初の窓口」として、看護師4名、MSW3名、事務12名、 計19名で調整を行っています。 　昨年8月より、看護師を増員、10月からは受診トリアージ看護師を地域連携室へ配置移動し、専門性を活かしながら、対応しています。    受診トリアージ看護師は、来院や電話での受診相談に対し、症状の緊急性を判断し受診調整を行います。地域医療支援病院の役割や選定療養費について説明。軽症の場合は近隣医療機関へ案内、当院での受診案内となった場合、緊急性や症状に合わせて診療科の調整を行います。 　現在、地域連携室の業務整理にも取り組みながら、体制の充実を図っています。 　「地域に信頼され、安心・安全な窓口」を目標に、2026年も登録医の先生方や連携医療機関の皆様とのより良い連携に努めて参りますので、よろしくお願い致します。
	～WEB問診は必ず受診前日までに入力をお願いします。～
	　受診前日までにWEB問診問診を入力して頂くことで、当日の確認作業がスムーズになり、 診察の待ち時間短縮にも繋がります！ご紹介頂く患者さん・ご家族さんへWEB問診の案内を よろしくお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　WEB問診の案内チラシQRコード▶




